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地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連
携

基
調
講
演

1
日
経
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連
携

第
２
回 

イ
ン
ド
開
催

ハイアット・リージェンシーデリー

前編

協　力後　援

第
２
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
イ
ン
ド
で
開
催

気
候
変
動
と
温
暖
化
ガ
ス
の
関
係
は
明
白

そ
れ
に
見
合
う
行
動
を
日
印
に
望
む

堂道秀明 氏
駐印特命全権大使

　

日
本
と
イ
ン
ド
の
技
術
連
携
は
、

世
界
に
新
た
な
革
命
を
も
た
ら
す

だ
ろ
う
。

　

18
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
産
業

革
命
以
来
、
人
類
の
化
石
燃
料
の

　

地
球
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
世
界
的
な
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
日
本
の
優
れ
た
環
境
技
術
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
は
「
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
２
回
）
」
（
共
催
：
イ
ン
ド
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
研
究
所
、
特
別
協
賛
：
世
界
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
、
東
芝
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

セ
ン
タ
ー
、
三
菱
商
事
、
後
援
：
経
済
産
業
省
、
日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
際
協
力
銀
行
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
、

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
協
力
：
三
菱
地
所
、
サ
ン
ア
ン
ド
サ
ン
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
）
を
イ
ン
ド
で
開
催
。
日

本
と
イ
ン
ド
の
技
術
連
携
に
よ
る
温
暖
化
防
止
策
を
探
っ
た
。

　

９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
で
は
、
イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連

携
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。
基
調
講
演
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
、
イ
ン
ド
で
の
日
本
の
技
術
の
普
及
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
本
日
は
そ
の
前
半
で
あ
る
２
つ
の
基
調
講
演
と
３

つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
１
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
録
し
た
。

利
用
は
増
え
続
け
、
環
境
破
壊
が

進
ん
で
い
る
。
我
々
は
今
、
産
業

革
命
当
時
に
ま
で
、
地
球
環
境
を

回
復
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

同
時
に
持
続
的
な
経
済
的
発
展
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
も
重
要
課
題
で

あ
る
。
こ
の
両
立
に
は
、
や
は
り

技
術
の
活
用
を
お
い
て
ほ
か
に
方

策
は
な
い
。

　

私
は
既
に
１
３
０
回
以
上
、
日

本
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
日
本
が

伝
統
的
な
固
有
文
化
と
近
代
化
を

融
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
は
い
つ

も
驚
か
さ
れ
る
。
「
変
化
の
波
は

重
要
だ
が
、
土
着
の
文
化
を
流
さ

れ
る
の
は
困
る
」
と
は
、
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
言
葉
だ
が
、
日

本
は
そ
れ
を
は
ね
の
け
、
両
者
の

調
和
を
実
現
し
た
の
だ
。

　

今
年
７
月
、
世
界
を
舞
台
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
海
外
へ

と
広
が
る
日
本
企
業
の
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
を
全
世
界
へ

発
信
。
新
聞
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ

た
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
展
開
に
よ
っ

て
、
多
く
の
人
が
、
日
本
が
世
界

に
対
し
て
果
た
す
役
割
を
考
え
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　

全
４
回
実
施
予
定
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
統
一
テ
ー
マ
は
〝
日
本
の

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
世
界

へ
〞
。
東
京
開
催
の
第
１
回
に
続

く
第
２
回
は
「
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術

連
携
」
と
題
し
、
９
月
５
日
に
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
第
３
回
は
中
国
・
上
海

で
11
月
９
日
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

さ
ら
に
来
年
は
米
国
で
の
開
催
を

検
討
し
て
い
る
。

　

第
2
回
を
迎
え
た
世
界
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
は

イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
。
今
回

は
、
２
０
０
７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

議
長
の
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
パ
チ
ャ

ウ
リ
氏
が
所
長
を
務
め
る
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
研
究
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）

を
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ナ
レ
ッ
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
に
迎
え
、
イ
ン
ド
と
日
本

の
技
術
連
携
が
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
可
能
性
を
探
っ
た
。

　

当
日
は
あ
い
さ
つ
に
駐
印
特
命

全
権
大
使
、
堂
道
秀
明
氏
が
登
壇
。

「
日
印
の
技
術
協
力
は
環
境
保
全

面
で
も
、
両
国
の
関
係
を
さ
ら
に

強
固
に
す
る
と
い
う
意
味
で
も
重

要
だ
」
と
意
義
を
強
調
。
さ
ら
に

「
急
拡
大
す
る
イ
ン
ド
市
場
へ
の

進
出
は
、
日
本
企
業
に
も
イ
ン
ド

社
会
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
」
と
結
び
、
両
国
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
進
展
を
促
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
パ
チ
ャ
ウ

リ
氏
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

日
本
は
１
９
７
０
年
代
の
２
↑
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ラ
ジェ
ン
ド
ラ・パ
チ
ャ
ウ
リ 

氏
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
研
究
所（
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）所
長

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）議
長

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

基
調
講
演

2

日
印
技
術
連
携
〜
日
本
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際
貢
献
〜

黒
川 

清 

氏

ハ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
・
ブ
ラ
フ
マ 

氏　

イ
ン
ド
電
力
省
次
官

イ
ン
ド
側
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
●

イ
ン
ド
は
省
エ
ネ
事
業
に

つ
い
て
真
剣
で
あ
る

共　催 特別協賛
企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

性
格
の
違
う
文
化
を
持
つ
日
印
だ
か
ら
こ
そ

連
携
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
も
大
き
い

度
の
石
油
危
機
を
克
服
し
、
エ

経
済
の
持
続
的
成
長
は
、
そ
の
結

果
だ
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
国
が
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
達
成
に
努
力
す

れ
ば
、
困
難
な
物
事
も
実
現
で
き

る
と
い
う
証
拠
で
あ
る
。

　

一
方
、
イ
ン
ド
は
近
い
将
来
、

中
国
の
人
口
を
超
え
、

世
界
最
大
の
人
口
を

抱
え
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

イ
ン
ド
の
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
考

え
た
と
き
、
日
本
企

業
に
と
っ
て
そ
の
市

場
は
魅
力
的
だ
と
思

う
。
た
だ
し
、
日
本

企
業
が
イ
ン
ド
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

に
は
、
い
ま
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
と
イ
ン
ド
の

技
術
連
携
で
大
き
く

期
待
さ
れ
る
の
は
温

暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減
で
あ
る
。

環
境
技
術
分
野
で
日
本
は
世
界
的

な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
技
術

の
イ
ン
ド
へ
の
移
転
は
十
分
可
能

だ
。

　

イ
ン
ド
側
は
政
府
が
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
っ
て
温
暖
化
防
止
に
取

り
組
み
、
諸
制
度
の
改
革
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う
し
て
初

め
て
イ
ン
ド
へ
の
新
技
術
導
入
が

可
能
に
な
る
。

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
気

候
変
動
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
証

拠
を
既
に
報
告
書
と
し
て
提
出
し
、

地
球
温
暖
化
と
温
暖
化
ガ
ス
と
の

因
果
関
係
を
明
言
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
に
見
合
う
行
動
が
、

世
界
で
実
際
に
起
き
て
い
る
と
は
、

私
に
は
思
え
な
い
。

　

日
印
の
技
術
連
携
が
、
そ
の
突

破
口
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

性
に
乏
し
い
が
、
統
一
性
が
あ
り
、

高
い
技
術
を
持
つ
。

　

性
格
の
違
う
文
化
を
持
つ
イ
ン

ド
と
日
本
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
両

国
の
連
携
は
、
互
い
の
長
所
を
生

か
し
、
短
所
を
補
う
こ
と
に
な
る

は
ず
だ
。
そ
の
た
め
に
も
イ
ン
ド

人
と
日
本
人
は
、
互
い
の
相
違
点

や
共
通
点
を
き
ち
ん
と
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
デ
リ
ー
に
駐
在
す
る

日
本
人
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、

イ
ン
ド
の
若
者
は
世
界
の
国
々
で

学
ん
で
い
る
が
、
日
本
へ
の
留
学

生
は
ご
く
少
な
い
。
両
国
の
人
々

は
も
っ
と
交
流
、
交
際
を
深
め
、

互
い
を
知
る
べ
き
だ
。

　

１
９
７
０
年
代
の
石
油
危
機
以

降
、
日
本
は
省
エ
ネ
技
術
、
新
エ

ネ
技
術
を
熱
心
に
開
発
し
、
現
在
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

太
陽
光
発
電
や
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル

技
術
、
鉄
鋼
や
セ
メ
ン
ト
関
連
技

術
、
あ
る
い
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技

術
な
ど
だ
。
し
か
し
、
多
く
の
日

本
企
業
は
先
端
技
術
を
国
内
に
と

ど
め
、
必
要
と
し
て
い
る
国
々
に

広
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
地

球
温
暖
化
を
真
剣
に
防
止
し
た
い

の
な
ら
、
日
本
の
環
境
機
器
を
世

界
へ
普
及
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
最
重

要
課
題
だ
ろ
う
。

　

日
本
企
業
の
イ
ン
ド
進
出
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
理
由
は
い
く
つ

か
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
企
業
は
決

断
が
遅
い
。
合
弁
時
の
出
資
比
率

を
50
％
以
上
に
す
る
こ
と
に
固
執

す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
は
じ

め
と
す
る
小
規
模
な
会
社
を
な
か

な
か
信
用
し
な
い
こ
と
な
ど
だ
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
法
的
規
制
も
日

本
企
業
の
イ
ン
ド
へ
の
進
出
を
妨

げ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

れ
は
よ
く
遭
遇
す
る
問
題
で
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
日
印
企
業
の
提
携
の

成
功
例
も
数
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。

私
は
日
本
人
、
日
本
企
業
に
ぜ
ひ

イ
ン
ド
に
進
出
し
て
ほ
し
い
。

　

世
界
は
今
、
国
際
的
な
金
融
危

機
を
迎
え
、
人
口
問
題
、
環
境
問

題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
食
糧
問

題
、
水
の
問
題
と
、
解
決
す
べ
き

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
解
決
の
た
め
に
も
、
イ
ン
ド
と

日
本
の
技
術
提
携
は
意
義
深
い
。

両
国
の
長
所
と
短
所
を
互
い
が
認

識
し
、
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
れ

ば
、
非
常
に
多
く
の
こ
と
に
貢
献

で
き
る
は
ず
だ
。

　

世
界
は
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
み
た
い

な
も
の
だ
。
一
つ
ひ
と
つ
の
素
材

の
味
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
一
緒
に
し
た

ら
、
す
ご
く
お
い
し
く
な
る
。
日

本
と
イ
ン
ド
も
そ
う
い
う
関
係
に

な
れ
る
と
思
う
。

　

イ
ン
ド
は
非
常
に
多
様
性
の
あ

る
国
だ
。
例
え
ば
国
の
公
式
な
言

語
だ
け
で
26
あ
り
、
さ
ら
に
３
０

０
０
も
の
言
語
を
持
つ
。

　

一
方
、
日
本
は
そ
う
い
う
多
様

　

イ
ン
ド
政
府
が
現
在
、
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
能
力
の
拡

大
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

政
府
は
２
０
２
２
年
ま
で
に
国
民
全
員

に
電
力
を
供
給
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

約
20
万
㍋
㍗
の
発
電
設
備
を
新
規
増
強
す

る
予
定
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
も
重

要
課
題
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
送
配
電
で
の

電
力
ロ
ス
は
約
30
％
。
こ
の
削
減
は
発
電

所
建
設
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
。

　

こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
日
印
連
携

を
望
む
が
、
現
状
で
は
議
論
や
意
見
交
換

に
と
ど
ま
り
、
実
施
に
移
る
案
件
は
少
な

い
。一
方
、中
国
企
業
は
多
く
の
火
力
発
電

所
建
設
を
既
に
イ
ン
ド
で
受
注
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
は
発
電
所
建
設
や
省
エ
ネ
事
業

実
施
に
つ
い
て
真
剣
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

こ
に
は
約
７
８
０
０
億
㍓
（
約
１
兆
４
５

３
３
億
円
）
相
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
と

試
算
さ
れ
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
大
き
く
変
え

た
国
で
も
あ
る
。
80
年
代
の
日
本

↑



広　　告

ア
シ
ョ
ク・ア
シ
タ 

氏

●
日
立
製
作
所

　

イ
ン
ド
事
業
開
拓
責
任
者

インドでの再生可能エネルギーの可能性と日印協力

吉
田 

剛 

氏

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

　
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

　
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー 

所
長

天
野
善
夫 

氏

●
三
菱
商
事

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
開
発
本
部

　
戦
略
企
画
室
長

インドにおけるＮＥＤＯの環境技術普及活動 ニムラナ共同エネルギーセンター計画活動経緯と今後の展開
ＤＭＩＣアーリーバードプロジェクト

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

計画前 計画実施後
■共同エネルギーセンター計画のメリット試算

発電効率

燃料消費量

運転コスト

CO2排出量

発電機の
稼働率 50％

37％

1万7178㎘／年

13億7400万円／年

4万2743t／年

80％

40％

1万5895㎘／年

12億7100万円／年

3万9550t／年

計画前 計画実施後
■インドにおけるＮＥＤＯの取り組み

太陽電池寿命評価技術の研究

モデルプロジェクト
コークス乾式消火設備事業
高炉熱風炉排熱回収
有効利用設備事業
高効率簡易選炭システム実証
普及事業
セメント焼成設備廃熱回収事業
ディーゼル発電機を
天然ガス併用に変換する事業
焼結冷却器の排熱回収事業

共同研究プログラム

セメント産業
鉄鋼業

省エネルギー分析

1

1

5

NEDO2

ニューデリー

6

5

4 3

4
6

3

2 1

1

1

1
2

3

4
5

6

2 6
3 4 5

公的な補助金計画

■新ビジネスに影響する重要な要素

エネルギーの安全保障 地 球 温 暖 化
サポート・理解・負担の分担

化石燃料価格 CO2排出権価格
新エネ
ビジネス
新エネ
ビジネス

化石燃料価格 CO2排出権価格

工
業
団
地
の
発
電
機
を
連
系

電
力
を
一
括
で
制
御
・
運
用

セ
メ
ン
ト
・
鉄
鋼
分
野
を
中
心
に

多
彩
な
モ
デ
ル
事
業
を
展
開

新
エ
ネ
の
競
争
力
を
見
据
え

将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
望
す
る

注目浴びるエネルギー・環境技術のパネル展示

　

当
社
は
現
在
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン

州
ニ
ム
ラ
ナ
の
日
本
企
業
向
け
工

業
団
地
に
、
共
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
の
設
置
構
想
を
策
定
中
だ
。

　

ニ
ム
ラ
ナ
工
業
団
地
は
首
都
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
南
西
に
約
１
１

５
㌔
ほ
ど
離
れ
た
地
に
あ
り
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
ム
ン
バ
イ
に
至

る
１
５
０
０
㌔
に

産
業
を
集
積
す
る

「
デ
リ
ー
・
ム
ン

バ
イ
間
産
業
大
動

脈
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
」

構
想
の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

　

電
力
の
ひ
っ
迫
す
る
イ
ン
ド
で

は
、
１
日
に
数
時
間
に
お
よ
ぶ
停

電
は
珍
し
く
な
く
、
ニ
ム
ラ
ナ
で

は
当
初
か
ら
各
企
業
が
自
家
発
電

を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
１
㌔

㍗
時
当
た
り
10
㍓
（
約
17
円
）
と

コ
ス
ト
が
高
く
、
事
業
の
足
か
せ

と
な
っ
て
い
た
。

　

同
計
画
で
は
、
ニ
ム
ラ
ナ
に
集

ま
る
日
本
企
業
十
数
社
の
工
場
に

あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
約
40
基

を
つ
な
ぎ
、
電
力
を
相
互
に
融
通
。

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
に
よ
り
、
無

駄
な
発
電
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

各
工
場
が
安
定
的
に
電
力
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

各
社
の
発
電
機
の
出
力
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
統
合
が
課
題

で
あ
り
、
発
電
機
の
連
系
運
転
と

回
路
の
保
護
対
策
を
検
討
中
で
あ

る
。
ま
た
近
い
将
来
、
発
電
能
力

３
万
㌔
㍗
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
を
導
入
し
、
よ
り
安
定
的
な
電

力
供
給
を
目
指
す
。

　

イ
ン
ド
の
自
家
発
電
で
主
流
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
違
い
、
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
は
燃
料
の
天
然
ガ
ス

が
イ
ン
ド
国
内
で
産
出
し
、
安
定

的
調
達
が
可
能
だ
。
ま
た
、
冷
却

水
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
地
下

水
に
乏
し
い
イ
ン
ド
の
事
情
に
適

す
。
さ
ら
に
工
業

団
地
の
年
間
コ
ス

ト
が
約
１
億
円
削

減
で
き
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２　

）

排
出
も
年
間
約
３
２
０
０
㌧
の
削

減
が
期
待
さ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
と
日
本
の
技
術
連
携
で

生
ま
れ
た
こ
の
方
式
が
イ
ン
ド
全

土
に
水
平
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
は

世
界
に
広
が
る
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
２
度
の
石
油
危
機

を
契
機
と
し
て
１
９
８
０
年
に
設

立
さ
れ
た
日
本
最
大
規
模
の
研
究

開
発
実
施
機
関
で
あ
る
。

　

日
本
は
現
在
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
30
％

削
減
、
石
油
へ
の
依
存
度
を
80
％

ま
で
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
野
心

的
な
目
標
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、

我
々
は
そ
の
実
現

に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
新
エ

ネ
技
術
。
あ
る
い
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
や
有
機
Ｅ
Ｌ
（
エ
レ
ク
ト
ロ
・

ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
照
明
、
水
和

物
ス
ラ
リ
蓄
熱
空
調
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
省
エ
ネ
技
術
な
ど
だ
。

　

93
年
か
ら
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
現
在

ま
で
に
95
の
案
件
を
手
が
け
て
い

る
。
イ
ン
ド
で
も
６
つ
の
モ
デ
ル

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

「
高
炉
熱
風
炉
排
熱
回
収
技
術
」

は
製
鉄
の
際
、
高
炉
の
排
熱
を
回

収
し
、
ガ
ス
の
余
熱
に
利
用
、
省

エ
ネ
を
図
る
も
の
だ
。
「
コ
ー
ク

ス
乾
式
消
火
設
備
」
も
製
鉄
プ
ロ

セ
ス
で
の
技
術
で
あ
る
。
コ
ー
ク

ス
の
冷
却
を
散
水
で
な
く
窒
素
ガ

ス
で
行
う
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２　

や
灰

の
発
生
を
減
ら
し
、
熱
を
有
効
に

活
用
で
き
る
。
「
セ
メ
ン
ト
焼
成

設
備
廃
熱
回
収
技
術
」
は
、
回
収

し
た
廃
熱
に
よ
っ
て
発
生
さ
せ
た

蒸
気
で
発
電
、
工
場
内
で
利
用
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
発
電
の
燃
料
や
、

石
炭
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
モ
デ

ル
事
業
は
多
彩
だ
。

　

共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

は
「
太
陽
電
池
寿
命
評
価
技
術
の

研
究
」
や
ニ
ム
ラ
ナ
工
業
団
地
で

実
施
予
定
の
「
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」

に
関
す
る
も
の
が

あ
る
。
ま
た
、
イ

ン
ド
政
府
が
推
進

す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
設

立
を
支
援
し
、
省
エ
ネ
人
的
資
源

の
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

我
々
は
今
後
と
も
日
印
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
結
び
つ
け
る
触
媒
と
な

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
前
向
き
に
行
っ
て
い
く
方

針
だ
。

　

２
０
０
６
年
に
65
億
人
だ
っ
た

地
球
の
人
口
は
、
30
年
に
は
83
億

人
へ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
人
口
増
加

国
で
あ
る
イ
ン
ド
や
中
国
の
生
活

水
準
向
上
に
よ
り
、
さ
ら
に
加
速

的
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
伴

い
温
暖
化
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２　

排

出
も
急
増
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
へ
の
取
り
組
み

は
ま
さ
に
急
務
だ
。

　

一
方
、
新
エ
ネ

の
競
争
力
は
今
後
上
が
り
続
け
、

化
石
燃
料
と
肩
を
並
べ
る
時
期
が

来
る
と
我
々
は
考
え
る
。
30
年
の

化
石
燃
料
価
格
と
Ｃ
Ｏ
２　

排
出
権

価
格
を
予
測
し
、
そ
こ
か
ら
化
石

燃
料
由
来
の
電
気
料
金
を
導
く
と
、

新
エ
ネ
由
来
の
電
気
料
金
を
上
回

る
。
こ
の
と
き
新
エ
ネ
は
、
利
益

を
生
む
本
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る

わ
け
だ
。

　

当
社
は
そ
こ
を
見
据
え
、
世
界

各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
新
エ
ネ
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
適
地
の
確
保

だ
。
太
陽
光
や
太
陽
熱
発
電
な
ら

日
照
量
、
風
力
発
電
な
ら
風
況
が

コ
ス
ト
を
決
定
す
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
政
府
か
ら
の
優
遇
措
置
、
送

電
線
へ
の
接
続
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ

ス
ク
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ネ
イ
で
の
大
規
模
太
陽
光

発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
定
格
出

力
１
・
２
㍋
㍗
の
発
電
設
備
を
設

置
し
、
３
年
に
わ
た
っ
て
実
証
研

究
や
運
用
評
価
を
行
う
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
モ
ー
ラ
で
は
46

㍋
㍗
と
い
う
世
界
最
大
級
の
太
陽

光
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
共
同
運
営
し

て
い
る
。
モ
ー
ラ
は
日
照
時
間
が

長
く
、
単
位
面
積
当
た
り
に
降
り

注
ぐ
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
い
。

ま
た
、政
府
か
ら
の
優
遇
策
も
あ

り
、
送
電
網
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
も
重
要
で
、

現
在
注
力
し
て
い

る
バ
イ
オ
ペ
レ
ッ
ト
で
は
日
本
で

昨
年
よ
り
生
産
を
開
始
、
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
も
本
年
４
月
生
産
を

開
始
し
た
。
ま
た
、
食
料
と
競
合

す
る
植
物
を
原
料
と
し
な
い
の
が

当
社
の
方
針
で
あ
り
、
セ
ル
ロ
ー

ス
や
微
細
藻
等
の
第
二
世
代
原
料

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　フォーラムの実施会場、ハイアット・リ
ージェンシーのエントランスには、協賛社
がブースを設置し、パネルを展示。日本の
省エネ技術や新エネ技術、環境ビジネスに
関する内容に多くの人が足を止めた。なお、

当日はインド政府関係者や企業関係者、日
系企業関係者を中心に約190人が来場。フ
ォーラム閉幕後もあちらこちらで、環境に
ついての議論や商談などを行う姿が見られ
た。
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日
印
企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
連
携
と
低
炭
素
社
会
の
実
現

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

増
え
る
技
術
連
携
の
成
功
モ
デ
ル

国
内
外
へ
の
水
平
展
開
で
温
暖
化
を
抑
止

持続的な経済成長には
安定的な

電力供給が不可欠

日印の連携で
エネルギー利用効率を

高める

多くの日系企業の
インドへの
進出を望む

Ｕ.Ｖ.ヴァラダラジュ 氏
インド工科大学（ＩＩT）
ハイデラバード校 R&D学部長

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
パ
ネ
リ
ス
ト

DK デュベイ 氏
インド火力発電公社（NTPC）
クリーンコールテクノロジー＆ＣＤＭ
アディショナル ゼネラル マネージャー

山
田 

剛 

氏

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
・
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ 

主
任
研
究
員

アショク・アシタ 氏
日立製作所
インド事業開拓責任者

天野善夫 氏
三菱商事
新エネルギー事業開発本部
戦略企画室長

吉田 剛 氏
新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）
ニューデリー 所長

　

山
田　

イ
ン
ド
が
持
続
的
に
経

済
成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
安
定
的

な
電
力
が
不
可
欠
だ
。

　

デ
ュ
ベ
イ　

２
０
０
７
年
度
、

イ
ン
ド
全
土
の
発
電
能
力
は
約
15

万
㍋
㍗
。
こ
の
15
年
で
約
2
・
5

倍
に
増
え
た
。
し
か
し
、
供
給
よ

り
も
需
要
の
伸
び
が
上
回
り
、
電

力
は
ひ
っ
迫
し
た
ま
ま
だ
。
32
年

ま
で
に
80
万
㍋
㍗
ま
で
発
電
能
力

の
増
強
が
予
定
さ
れ
る
が
、
主
力

と
な
る
の
は
石
炭
を
は
じ
め
と
す

る
火
力
発
電
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の

化
石
燃
料
へ
の
依
存
は
今
後
も
続

く
。
よ
っ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
Ｃ

Ｏ
２　

排
出
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
削
減
の
た
め
、
日
印
の
技
術

連
携
は
急
務
だ
と
考
え
る
。

　

山
田　

電
力
事
情
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
日
本
企
業
の
進
出
を
促

進
す
る
た
め
に
、
大
学
と
し
て
何

が
で
き
る
か
。

　

ヴ
ァ
ラ
ダ
ラ
ジ
ュ　

当
校
は
、

ニ
ム
ラ
ナ
工
業
団
地
の
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
構
想
に
も
参
画
し
て
い

る
。
停
電
が
頻
繁
に
起
き
る
イ
ン

ド
で
は
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
に
よ

る
電
力
の
管
理
や
融
通
が
国
家
レ

ベ
ル
の
課
題
だ
。
我
々
は
ニ
ム
ラ

ナ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
、
イ
ン
ド
全
土
に
こ
れ
を
水
平

展
開
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
事

例
を
手
本
に
、
イ
ン
ド
の
ほ
か
の

大
学
も
日
本
政
府
や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と

連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
べ
き
だ
。
そ
う
い

う
努
力
が
日
本
企
業
の
進
出
を
促

進
す
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
は
若
者

が
多
く
、
な
か
で
も
科
学
技
術
に

関
す
る
人
材
が
豊
富
だ
。
日
本
と

の
連
携
で
人
材
が
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

　

ア
シ
タ　

イ
ン
ド
の
新
聞
は
連

日
、
電
力
不
足
の
深
刻
さ
を
書
い

て
い
る
。
工
場
で
１
回
停
電
が
あ

る
と
、
生
産
中
の
す
べ
て
の
製
品

が
無
駄
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
電
力
は
本
来
２

２
０
㌾
だ
が
、
非
常
に
不
安
定
だ
。

だ
か
ら
イ
ン
ド
向
け
の
電
化
製
品

は
１
０
０
㌾
か
ら
３
０
０
㌾
ま
で

の
電
圧
に
対
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
割
高
な
商
品
と
な
っ
て
し

ま
う
。
ニ
ム
ラ
ナ
の
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
計
画
が
成
功
し
、
イ
ン
ド

全
土
に
安
定
し
た
電
力
が
供
給
さ

れ
る
こ
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　

山
田　

電
力
不
足
が
深
刻
な
問

題
な
の
は
理
解
で
き
た
。
日
本
と

イ
ン
ド
と
の
連
携
は
こ
れ
を
ど
う

解
決
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。

　

デ
ュ
ベ
イ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
高
め
る
こ
と
は
、
発
電
所
の
増

設
と
同
じ
効
果
が
あ
る
。
イ
ン
ド

は
そ
う
い
う
日
本
の
省
エ
ネ
技
術

を
導
入
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
イ
ン

ド
の
電
力
は
火
力
に
よ
る
も
の
が

中
心
だ
か
ら
、
日
本
の
ク
リ
ー
ン

コ
ー
ル
技
術
に
も
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
石
炭
は
灰
分
が

多
い
た
め
、
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発

電
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
な
ど
が
非
常
に

適
し
て
い
る
。

　

山
田　

イ
ン
ド
が
望
む
技
術
が

挙
が
っ
て
き
た
が
、
ど
う
い
う
技

術
が
イ
ン
ド
に
適
す
る
の
か
。
ま

た
、
日
本
は
ど
う
協
力
す
べ
き
か
。

　

天
野　

太
陽
光
発
電
、
風
力
発

電
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
基
礎
的

な
技
術
を
イ
ン
ド
は
既
に
備
え
て

い
る
。
今
後
は
太
陽
電
池
な
ら
薄

膜
技
術
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ら
に

高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
技
術
面
で
の
日
印
の
連
携

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
政
府

の
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
必
要

で
あ
り
、
同
時
に
効
率
の
ア
ッ
プ

な
ど
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。

　

吉
田　

我
々
は
主
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の
紹
介
・
普
及
を
目
指

し
、
イ
ン
ド
で
事
業
展
開
し
て
い

る
。
特
に
鉄
や
セ
メ
ン
ト
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
産
業
が
タ

ー
ゲ
ッ
ト
だ
。
今
後
は
繊
維
産
業

や
食
品
工
業
な
ど
の
軽
工
業
で
の

省
エ
ネ
も
推
進
し
た
い
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
の
分
野
で
も
何
ら
か

の
機
会
を
と
ら
え
て
、
日
印
共
同

で
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い

た
い
。

　

ヴ
ァ
ラ
ダ
ラ
ジ
ュ　

省
エ
ネ
技

術
で
は
照
明
用
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
導
入
を
望
む
。
最

新
の
高
額
な
技
術
で
は
な
く
、
過

去
30
年
に
開
発
さ
れ
た
安
価
で
こ

な
れ
た
技
術
の
方
が
普
及
し
や
す

い
。
そ
の
一
方
で
、
産
学
協
同
で

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
だ
確

立
さ
れ
て
い
な
い
先
端
技
術
に
日

印
で
取
り
組
ん
で
も
い
い
と
思
う
。

イ
ン
ド
に
は
若
い
優
秀
な
人
材
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
れ
が
可

能
だ
ろ
う
。
農
業
技
術
の
導
入
に

も
期
待
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
人

口
の
65
％
が
農
村
に
住
ん
で
お
り
、

こ
こ
で
の
技
術
改
革
が
必
要
だ
。

技
術
協
力
で
き
る
余
地
は
大
き
い
。

た
だ
し
、
日
本
企
業
が
イ
ン
ド
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
に
は
い
く
つ

か
の
障
害
が
あ
る
の
も
事
実
だ
。

例
え
ば
、
各
州
に
よ
っ
て
異
な
る

税
制
は
、
外
国
企
業
進
出
に
対
す

る
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　

天
野　

税
制
だ
け
で
な
く
、
州

ご
と
に
法
律
や
法
令
も
違
い
、
こ

れ
が
外
国
企
業
の
参
入
を
難
し
く

し
て
い
る
。
外
国
企
業
は
現
状
で

は
、
現
地
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る

し
か
な
い
。
も
う
一
つ
イ
ン
ド
に

望
む
こ
と
は
、
分
か
り
や
す
く
明

解
な
法
令
の
制
定
だ
。
法
令
を
簡

素
に
す
れ
ば
、
海
外
の
企
業
も
進

出
し
や
す
い
と
思
う
。

　

山
田　

日
印
協
力
の
将
来
へ
の

展
望
を
。

　

ア
シ
タ　

ニ
ム
ラ
ナ
で
の
取
り

組
み
は
日
印
協
力
の
モ
デ
ル
で
あ

り
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
全
体
に
水
平

展
開
し
た
い
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
功
と
は
、
電
力
安
定
化

そ
の
も
の
よ
り
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
各
企
業
が
成
功
し
、
雇
用
が
創

出
さ
れ
、
年
間
約
３
０
０
０
㌧
の

Ｃ
Ｏ
２　

排
出
が
削
減
さ
れ
る
こ
と

だ
。
雇
用
創
出
や
社
会
基
盤
整
備

に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
、
政
府

の
支
援
も
期
待
す
る
。

　

デ
ュ
ベ
イ　

日
本
か
ら
の
技
術

移
転
は
大
い
に
歓
迎
す
る
が
、
過

去
の
例
を
見
る
と
、
先
端
技
術
で

は
あ
る
も
の
の
競
争
力
が
な
く
て

失
敗
し
た
技
術
が
数
多
く
あ
る
。

そ
の
点
に
気
を
付
け
た
い
。

　

吉
田　

日
印
協
力
拡
大
に
向
け
、

我
々
は
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
と
共
に
省
エ
ネ

な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
う
い
う
場
で
情
報

交
換
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。

　

天
野　

当
社
は
デ
リ
ー
、
ム
ン

バ
イ
な
ど
イ
ン
ド
6
カ
所
に
事
務

所
を
持
つ
。
日
印
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
訪
ね
て
き
て
ほ
し
い
。

　

ヴ
ァ
ラ
ダ
ラ
ジ
ュ　

多
く
の
欧

米
企
業
が
イ
ン
ド
で
研
究
開
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
日
系
企

業
の
進
出
も
期
待
す
る
。

　

山
田　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
政
策
は
国
家
の
大
計
で
あ

り
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
石
油
危
機
を
乗
り

切
り
省
エ
ネ
に
成
功
し
た
日

本
の
技
術
が
そ
こ
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

山
田　

日
印
連
携
に
乗
り
越
え

る
べ
き
課
題
は
あ
る
か
。

　

吉
田　

20
年
ま
で
に
新
エ
ネ
で

発
電
能
力
を
２
万
㍋
㍗
増
強
し
、

１
万
㍋
㍗
の
省
エ
ネ
を
果
た
す
と

い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
非
常
に

具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま

た
、
自
動
車
や
ビ
ル
の
省
エ
ネ
基

準
も
導
入
予
定
で
あ
り
、
日
本
が


